


























































































































































農産 水産 工産 合計
? ? ? ?
福 井
4，036，610 215，6142，113，9036，366，127
63．4 3．4 33．2 100．0
石
? 5，763，49ユ 390，5632，637，280 8，791，332
65．6 4．4 30．0 100．0
? ? 6，180，131 357，469L495，7878，033，387
76．9 4．4 18．6 100．0
新 潟
13，！75，083 581，453 273，45816，353，732
































































































































自小作別農家構成 耕地所有戸数 所有規模別構成 耕作・不耕作別
自　作 自小作 小　作
（地主数） 10町歩 2町歩 2町歩 耕　作 不耕作







福井県 34．1 43．O 22．9 67，930G．40 10．2 89．4 9L3 8．7
石川県 30．8 42．5 26．8 94，4720．54 9．5 90．1 75．025．0
富山県 18．4 50．4 3L2 81，5711．6 17．6 80．7 76．9 23．1
新潟県 21．9 45．0 33．1 175，036L7 19．0 79．3 77．9 22．1































































農 家 耕 地 農




福井市 631 7．1 74．4．9，10 9．3 171．2 24．03．6
足羽郡 6，144 87．8 5，404．2，0，21 81．2 116．2 362．27．3
吉田郡 6，269 84．2 5，489．2．5．22 8L7 128．1 323．54．1
坂井郡 15，838 77．1 13，786．6．4．1570．9 135．4 644．97．4
大野郡 11，951 79．5 9，417．9．1．9 67．4 125．7 582．75．9
南條郡 5，032 57．9 3，222．9．3，13 88．5 119．2 232．22．0
今立郡 9，041 74．4 6，271，1，6．15 83．5 108．5 570．31．7
丹生郡 11，193 91．9 6，709．3，6．13 77．2 108．6 451．51．3
敦賀郡 3，455 58．3 2，874．2．3．287．8 119．2 192．02．8
三月頃 4，093 98．4 2，670．7，8．24 78．3 147．6 221，50．9
遠敷郡 6，646 68．8 4，146，7，0．14 83．0 131．2 296，39．6
大飯郡 2，832 81．4 2，159，0，5．28 74．1 143．1 130．29．1
全　　県 115，124 72．2 62，226．6．8．077．0 124．34，031．87．4
旧　越前 97，824 71．1 53，250．1．2，24 76．6121．83，383．59．7
国別　若狭

























産 耕地1戸あたり 1戸あたり 耕地1人あたり 1人あたり
米産額比率
耕地面積 競作面積 農産収入 耕地面積 耕作面積 農産収入
％ 反雨覆 町反畝歩 円銭厘 反畝歩 反畝歩 円銭厘
2．1 1．1．24 2，0．11 38、9．1 5．29 1．0．9 19．24．4
81．28．7．29 1，0．2．6 58，96．41．5．18 1．8．4 1Q．45．5
8L78．7．16 1．1．2．4 51．61．01，6．7 2．0．23 9．56．0
70．98，7．1 1．1．7．26 40．72．31，7．18 2，3．26 8．24．0
67．47．8．24 9．3．17 48，76．21．3．5 1．5．19 8，14．8
88．56．4．4 7．6．10 46．14．81．2．13 1、4．25 8．95．9
83．56．9．11 7．5．9 63．8．11．3．8 1．4．11 12．5．7
77．26．0．10 6．5．3 40．34．01，2．24 1，3．27 8，63．5
87．88．3．6 9，9．5 55．58．01，5．2 1．7．29 10，7．7
78．36．5．25 9．6．9 54．11．91．2．9 1．8．5 10．2Q．2
83．06，2．12 8．6．23 44．58．81，2．19 1，7．5 9．2．3
74．1 7．6．10 1，0，9．2 46．0．71．5．1 2．1．15 9，7．1
77．07，4．22 9，3．1 48．50．41．4．11 1，7．26 9，31．0
76．67，6．17 9，3．7 48，64．71．4．19 1．7．24 9，29．3
79．46．6．26 9．1．27 47．76．91．3．1 1．8．3 9．40．6
76．07．6．7 9．2．29 48．30．41，4．18 1．7．24 9．24．9
81．46．9．18 9．3．11 49．35．41．3．14 1，8．3 9．55．1
郡を除く旧越前国，嶺南は旧若狭国に敦賀郡を加えた地域．
　商船河船ノ大半ハ此ノ叩頭二入港シ地方ノ商況ヲ窺事ヲ常トセリ。故＝随テ海産
　肥料等ノ取引頗ル多ク為メニ其価額モ他二二比シ幾分ノ低減ヲ見ル。二二品物二
　上田ヲ訴フル等ノコトナキハ他側二優ルノ幸福ナリ　　　　　　　　　（65丁）
大野郡　　く事項なし〉
南条郡・今立郡
　両郡二於テ施用スル肥料多クハ人i糞及石灰ニシテ，人糞ハ武生鯖江等ノ市街アリ
　人口甚多クシテ之ヲ得ルノ便アリ。石灰ハ南条郡河野，比良，南杣山，堺，王子
　保，茶臼山ノ諸村，今立郡ノ味真野村等二産出スルヲ以テ之ヲ得ル事甚タ容易ナ
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　リ。其他小臣ハ坂井港ヨリ今立郡舟津村白川へ通スル日野川線路一舟揖ノ便アリ
　輸入ヲ仰ク事甚タ易シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工01丁）
丹生郡〈事項なし〉
敦賀郡
　本郡二於テハ前項に掲載セシ如ク古来ヨリ海路ノ便アリシヲ以テ北海道産出肥料
　ヲ得ルニハ頗ル便ナリシニ，近年二至リ敦賀港ト北海道トノ航路開ケテヨリ昔日
　二道シー層ノ便ヲ得タリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125丁）
三方郡
　其一　北海道産出二係ル肥料ハ隣郡敦賀及ヒ小浜地方ヨリ容易二購求シ得ヘク，
　　其他ハ惣テ本郡山産出スル者ナレハ之ヲ得ル事最易シ。而沿湖地方ノ其藻ヲ採
　　リ泥ヲ凌へ以テ肥料二供スルハ蓋シ本郡ノ特有トス
　其二　本郡ハ水運ノ利アルニヨリ他郡ヨリ購求スル肥料等ノ運送モ亦タ此便二頼
　　ルヲ常トス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138～139丁）
遠敷郡
　本郡ニハ小浜港アリテ北海道地方ヨリ魚肥ノ輸入ヲ仰クニ便ナリ　　　（ユ51丁）
大飯郡く事項なし〉
　福井県には，三国港，敦賀港，小浜港などの日本海沿岸海路の諸港があ
る。ことに三国港は「越前七郡ノ咽喉ヲ拒スル要港ニシテ該七郡ノ農産物ハ
主二同港ヲ経テ輸出」した，「従来＝在テハ年末＝於テ米穀五六万石内外ヲ
三国ノ倉庫二堆積」した港である。嶺北地方はこの三国港を経由して北海道
産の魚肥が入手使用され，嶺南地方は敦賀港，小浜港を経由して同様であっ
た。羽咋郡・吉田郡は隣接する福井市街地の人糞．今立郡・南条郡は隣…接す
る武生・鯖江市街地の人糞の入手があり，三方郡では湖沼の藻草・泥土を肥
料にするということがあるが，地域による大きな差異は読みとれない。
　「農事調査書」における一つの大きな特長は，経営規模別農家構成，耕地
規模別土地所有者構成をみることができることであるが，しかしこれは全県
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一括であって郡別はない。また，自作地・小作地別耕地の記載はまったくな
く，また，自作人・小作人別も全県一括はあるが郡別にはない。このよう
に，「農事調査書」は地主制に関する統計把握は小さい。このことは『福井県
農事調査』においてもそうであり，したがってこれによって地主制の展開状
況を検討することはできない。他方，この年のr福井県統計書』には耕地自
作地・小作地や自小作別心家数がある。第5表はそれにもとつく耕地小作地
率・自小作別農家構成を示すものである。耕地小作地率は全県40．2％である
が，旧国別では越前43．4％，若狭21．3％，地帯別では野畑43．6％，嶺南
25．4％で，若狭，あるいは嶺南はきわめて小さい。農家自小作別構成につい
ては，全県は自作38．5％，自小作35。0％，小作26．5％であるが，旧国別で
は，越前はそれぞれ35．1％，36．1％，28．8％，若狭は57，0％，29．1％，
13．9％で，越前は自作のウェイトは小さく，小作のウェイトが大きく，若狭
は自作のウェイトがかなり大きく，小作のウェイトがかなり小さい。地帯別
では，嶺北はそれぞれ35．2％，35．7％，29．1％，函南は152．9％，31．8％，
15．3％で，嶺北は自作のウェイトは小さく，小作のウェイトが大きく，点画
は自作のウェイトがかなり大きく，小作のウェイトがかなり小さい。若狭，
あるいは嶺南は地主制の展開の度合は小さい。これに対して越前，あるいは
密婦においては地主制が展開しているのである。
5　「農事調査書」における農民生活の地域的状況
　この「農事調査」には藤壷ごとの農家・農民生活に関わる項目がある。専
業農家及兼業農家ノ生活，余業ノ種類，農家労働ノ状況，などである。これ
らについての記述をあげよう。
福井市
　専業農家及兼業農家ノ生活
一203一
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　　本市専業農家ハ収入ノ寡少ナル＝ヨリ生活稽困難ナルモ，兼業ノモノハ機業二
　　使役セラル・b，他二手稼等幾分ノ収入アルヲ以テ其生活ノ状況少シク優レリ
　　ト塗家資二余裕アルモノハ頗ル稀ナリ
　農家労働ノ状況
　　本市ノ農家ハ冬季間多少ノ夜業ヲ営メトモ業務ノ繁閑二依リ大概日中凡ソー時
　　三十分位午睡スルノ習慣アリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（170丁）
足羽郡・吉田郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　両郡ノ農家ハ専業者多クシテ商工等ノ業ヲ兼ヌル画餅タ稀ナリ。而シテ其生計
　　ノ状況ハ敢テ富裕トハ称ス可カラサルモ質素ニシテ可ナリノ生活ヲ営メリ。然
　　レトモ小作者等ノ小農家二至リテハ生活頗ル困難ナリ
　余業ノ種類
　　布糸姫木綿，縄，莚，草履，草露
　農家労働ノ状況
　　中郡二軸テハ下問ハ農家重二莚・縄・草鮭等ノ余業ヲ営ミ，夏間五月頃ヨリ九
　　月頃マテ午睡ト称シ日中凡二時間休息スルヲ常トス　　　　　　　　（46丁）
坂井郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　大農二在テハ専業者ノ生活乱曲豊ナリト錐トモ中農以下二幅テハ兼業ノモノニ
　　非ラサレハ余裕アルモノ鮮ナシ。試二其例証ヲ挙クルニ郡内二於テ十一年度二
　　属スル所得税納者ノ中専業農家七十六二対シ兼業農家ハ僅ニニ十八人ナリ。然
　　レトモ其兼業農家二黒リテハ多ク中農以下ノモノニ属セルラ以テ自カラ生活困
　　難，家資二余裕アルモノ少ナシ
　余業ノ種類
　　縄莚，木綿織物，養i蚕，苧紹，草履，綿糸
　農家労鋤ノ状況
　　本郡農家ノ労働ハ甚タ薄ク夜業ヲ執ルモノ農家全体ノ十分ノー二過キス。且ツ
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　　四月上旬ヨリ九月下旬二達スル迄主従共二午睡ヲ為スヲ例トセリ。明治十七八
　　年ノ頃民戸二諭シ此悪弊ヲ矯正セシメント欲シ相互ノ申合規約ヲ結ハセタルコ
　　トアリシモ毫モ其功ヲ見スシテ依然今日二及ヘリ　　　　　　　（59～60丁）
大野郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　専業農家ト兼業農家ノ生活ヲ比較スルニ敢テ格別ノ差違ナシト難概シテ家資二
　　余裕アルモノ稀ナリ
　余業ノ種類
　　漁労，力役，雑業，木鋸，左官，博労，炭焼，大工，桶職
　農家労働ノ状況
　　農家労働ノ時間ハ年中通シテ昼間七八時間ナルモ婦人ハ尚夜業ヲ営ムヲ以テ男
　　子二比スレハ業務繁ナリ。又春彼岸ヨリ秋彼岸マテハ正午十二時ヨリニ時間程
　　休憩スルヲ以テー般ノ慣習トス　　　　　　　　　　　　　　　　（77丁）
南条郡・今立郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　本郡ノ専業農家ハ収入豊ナラス生活ノ程度高カラスト錐トモ而カモ困難ヲ憩フ
　　ルニ至ラス。兼業ノ二一商業ナリ工業ナリ他二幾分ノ増収入アルヲ以テ其生活
　　ノ状況稽可ナリト難トモ家資二余裕アルモノ稀ナリ。蓋シ本郡農家ハ概シテ衣
　　食ヲ得ルニ困難ナラス。随フテ勤勉貯蓄ノ意志二丁シ。是レ家資二余裕ナキ所
　　以ナリ
　余業ノ種類
　　曲木綿織物，転炉，網代笠網ミ，釣柿製造，畳製造，薬草：及染艸ノ刈取
　農家労働ノ状況
　　本郡二於テハ冬間ハ屋内ニテ夜業ヲ営ミ，夏間ハ業務ノ繁問ニヨリテー様ナラ
　　スト錐トモ日中ハ凡ソ弐時間午睡スルヲ常トス。……　　　　　（97～98丁）
丹生郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　　　　　　　　　　　　　　一205一
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　　　本郡専業農家ハ収入豊ナラス。又兼業者下畑こ幾分ノ収入アルニモ拘ラス何レ
　　　モ生活困難ニシテ概シテ家資二余裕アルモノ甚タ稀ナリ
　　余業ノ種類
　　　木綿織物，蚊帳並生布炉，畳表，菅笠，莚・縄・草：鮭，竹細工，炭焼回廊，主持
　　農家労働ノ状況
　　　耕農ノ就業ハ春秋ハ午前八時ヨリ午后六時二至リ，夏日ハ六時ヨリ午后七時二
　　　至ル。最：夏四月中旬ヨリ八月末マテハ午後ヨリニ時ノ交午睡スル弊今モ存セリ
　　　ト錐四季共二夜業ヲ営マサルハナシ。而シテ本郡古今二牛馬ヲ使用シテ耕転ス
　　　ルモノナクー夫一鋤ノ力農ノミニテ耕転労働男女共二劇シキ方ナリ。其他冬期
　　　早春ノ頃ハ屋内二於テ余業ヲ営ミ，又山間僻村二在リテハ晴天薄雪ナレハ薪炭
　　　ヲ焼樵シ深雪鳳至レハ之レヲ市街地難癖キJ兼業者ニシテ田圃ヲ多ク作ラサル
　　　モノハ樵リ賃持ヲナシ深雪ト錐怠ラサルナリ　　　　　　　　（111～112丁）
　敦賀郡
　　専業農家及兼業農家ノ生活
　　　本郡ノ専業農家ハ収入豊ナラス錐モ生活上著シキ困難ナク，又，兼業ノ者ハ商
　　　業ナリ工業ナリ之ヲ営ムヲ以テ他二幾分ノ増収アルカ如クナレトモ其収入タル
　　　ヤ実二微々タルモノニシテ生活ノ状況概シテ専業者ト優劣ナク家資二余裕アル
　　　モノ殆ント稀ナリ
　　余業ノ種類
　　　縄・莚製造，漁業，炭焼，石灰焼，養蚕，瓦焼，草履・：幽幽，製塩
　　農家労働ノ状況
　　　本郡二曲テハ冬春ノ間ハ屋内ニテ夜業ヲ営ム者多ク，夏ハ田野自訴業中ハ午前
　　　＝二回，午後二二回，各二十分乃至三十分休憩。尚日中凡二三時間休息（午睡
　　　スルノ類）スルヲ常トス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123丁）
　三方郡
　　専業農家及兼業農家ノ生活
　　　本郡ハ人ロニ比シ耕地多カラサルニヨリ土地ノ所有片偏セス，二二専業農家ト
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　　難トモ農産収入一般二豊饒ナラサルニ拘バラス生活ハ却テ容易ナリ。而テ専業
　　農ニシテ養蚕若クハ製茶ヲ兼ヌル者ハ最生計ノ上位ヲ占ム。又商業ナリ工業ナ
　　リ他律兼業アルモノニ至テハ其生計特二可ナルモノアリ。然レトモ家資二余裕
　　アルモノハ凡ヘテ稀ナリ
　余業ノ種類
　　素直製造業，紡績・機仔職
　農家労働ノ状況
　　本郡二於テハ冬間ハ屋内ニテ昼夜トナク男子ハ専ラ藁仕事，婦女ハ紡績機仔等
　　ノ業ヲ営ミ，又春期（八十八夜）ヨリ秋季（二百十日）マテノ間ハ日中凡ソー二
　　時間昼寝スルヲ常トス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（136丁）
遠敷郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　本郡ノ専業農家ハ収入豊ナラサルモ又不足ト云フニアラス。随テ生活ノ状況中
　　等ナリ。又兼業者二於テハ他二幾分ノ収入アルヲ以テ其生活概シテ可ナリ
　余業ノ種類
　　養蚕，莚，麻糸，呉座，縄
　農家労働ノ状況
　　本郡智慮テハ四季ノ別ナク午前午后トモ業務ノ間二通常一時聞斗リー度多キハ
　　ニ度休息シ，夏日一日中凡三時間余休息スルモ，夜業ハ休日ヲ除クノ外終歳営
　　マサル事ナシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（148～149丁）
大飯郡
　専業農家及兼業農家ノ生活
　　本郡ノ専業農家ハ収入豊饒ナルモノ多カラス，下等ノ生活ヲ為スモノ多シ。兼
　　業者モ亦然リ
　余業ノ種類
　　漁業，炭焼業，石灰製造業
　農家労働ノ状況
　　　　　　　　　　　　　　　一207一
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本郡農家ハ春季ヨリ秋季マテ日中凡二三時間昼寝スルヲ常トス。冬季夜間ハ主
トシテ翌年中ノ農作準備ヲナセリ。或ハ草履・草鮭・縄等ヲ作り或ハ莚ヲ織
り，或ハ俵ヲ編ムモノアリ　　　　　　　　　　　　　　　（160～161丁）
　以上の記述から，農家の生活は専業兼業を問わず，多くは生活に余裕のな
いこと，さまざまの余業によって生計が支えられていること，その余業は地
域によって相違があり，各地の特色があること，などということが判明す
る。
　ことに注目に値するのは，坂井郡についてのつぎの記述である。
　多くを占める兼業農家は，「多ク中農以下ノモノニ属セルラ以テ自カラ生
活困難，家島二余裕アルモノ少ナシ」「本郡農家ノ労働ハ甚タ薄ク夜業ヲ執
ルモノ農家全体ノ十分ノー＝過キス」とあったが，さらに，「郡内ノ欠点トス
ルモノ」としてつぎのように記している。
農民ノ其業務二勉強セサル事
　本郡ハ県下第一ノ大郡ニシテ古来ノ草：高拾八万四千九百六拾壱石ト称シ現二拾
　壱万弐千四百四十六石ノ石高アリ。故二農家割当ノ耕地置シカラス。且土壌肥
　沃灌概ノ便頗ル宜シキヲ以テ農家ハ甚タシキ労力ヲ費サスシテ相応ノ収利ア
　リ。且仏法ヲ偏信ス。於是乎風俗甚タ悪シカラスト錐トモ動モスレハ彼ノ約束
　説二拘泥シ甚タ活発ノ気象二乏シク且ツ多少名誉二狂奔スルノ傾キナキ能ハ
　ス。又其ノ勤怠ノ点二至リテハ其ノ労力ヲ費スノ薄クシテ生活ヲ為シ得ラル
　ノ習慣自然二天性ヲ馴致シ勤倹勉励ノ風頗ル薄ク夜業等近時二至ルマテ睡魔ン
　ト絶無ノ姿ナリシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（63丁）
　怠惰な農民が強調されている一文であるが，しかしここには水田単作地帯
における農家の農外就業の機会が十分でないことが示されているように読み
取ることができる。余業欄には，「出世，木綿織物，養蚕，苧紹，草履，綿
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糸」と稲藁加工に木綿織物，養蚕，苧紹，紡糸があげられているが，後に広
汎に展開する羽二重生産＝絹織物業を彷沸させる記述はない。時恰も，坂井
郡において後に小工場に多くはつながる機業場が小地主層の資金投下によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（且5）て設立され，わが国で最も発展的な織物業地帯となっていく。すでにみた豊
富な農家労働力にもかかわらず就業機会の少ないこの地方に農村織物業が展
開する一つの条件が具わっていることをみることができるのである。
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